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広島、長崎への「親子平和の旅」について 

 人権・市民協働課 

 

目的：世界恒久平和祈念の象徴の地である広島と長崎で、原爆死没者を慰霊し、被爆の実相と今なお続く

被爆者の苦しみを親子で学ぶことにより、次代を担う子どもたちが非核・平和への願いを深め、広げる

機会とする。 

内容：市内在住の小学５年生以上の子どもとその保護者を８月６日広島平和記念式典と８月９日長崎平和

祈念式典に市民代表として派遣し、市長の平和メッセージと、市内小中学校の子どもたちが平和を願

って作った折り鶴を広島市と長崎市に届けるほか、資料館の見学等していただいた。 

     例年は親子１組を広島へ派遣しているが、今年は戦後８０年のため、長崎へも派遣した。 

 

 

広島へ派遣した置田さん親子 

●現地での活動 

１日目 ： 原爆ドームや平和記念資料館、被爆電車、爆心地から一番近かった本川小学校の資料館、原

爆の子の像の慰霊碑などを見学。千羽鶴の奉納。 

２日目 ： 平和記念式典へ参列、青少年平和文化イベントにて平和・原爆をテーマとした演劇を鑑賞 

●陽愛さんの感想（一部抜粋） 

初めて見た原ばくドームは、骨だけになっているものでした。一発の原子ばくだんが落とされただけであん

なに立派だった建物が骨だけになってしまう、それほど原子ばくだんはおそろしいものなのだと実際に目にし

てくわしく分かりました。 

絵も写真も見るだけでとてもこわかったです。そのこわさを知ったので、二度とあんなにおそろしい戦争をし

てほしくないと感じました。 

戦争はどんな理由があっても絶対にやってはいけないと思います。私の身近な人にも話し、伝えていきたい

です。 
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長崎へ派遣した辻さん親子 

●現地での活動 

１日目 ： 平和公園内の原子爆弾落下中心地碑や平和の泉、平和の像、被爆から奇跡的に復活した大ク

スなど見学、原爆資料館の見学。千羽鶴の奉納。 

２日目 ： 平和祈念式典へ参列。 

●優さんの感想（一部抜粋） 

平和公園に行ってみんなが折った千羽づるを市長たちととどけました。私もつるを学校で祈りをこめて折り

ました。 

被爆八十周年平和祈念式典にも参列しました。黙とうの時間では、亡くなった方へ安らかにと言う気持ち

と、戦争が無くなってほしいと祈りました。 

この 2日間で、戦争は、二度としたらいけないことと改めて思いました。平和は大切だから他の人にも私の

思いを伝えたいと思いました。 

     

 


